
5ヶ年での取組内容紹介

第7回加古川減災対策協議会
資料3-2

■資料の見方

上段：大項目（ソフト、ハード）、中項目
下段：取組項目（参考資料１参照）

取組機関



1

• 加古川河川整備計画に基づき、計画的に整備を実施した。
• 水防拠点となる施設の整備検討を実施した。

• 想定最大規模洪水を対象とした洪水浸水想定区域図を公表、
各市では洪水ハザードマップの更新を随時進めている。

• 地域住民への水災害教育を毎年実施している。
• 広域避難を含めた避難場所の検討を進めている。 等

①意識改革、防災意識の継承・再構築、情報伝達に関する取り組み

目標達成に向けた取り組みのとりまとめ

５年間（平成28年度～令和2年度）で、３９項目それぞれ着手済みであり、今後
も継続実施が必要である。

参考資料１

１）ハード対策１）ハード対策

２）ソフト対策２）ソフト対策

３９項目それぞれ着手済み、
今後も継続実施が必要

他機関の取組内容を参考に
各取組の拡充が必要

⇒

• 関係者による重要水防箇所等の共同点検を例年実施している。
• 危機管理型水位計や簡易型監視カメラの設置を進めている。
• 水防協議会等で水防資機材の備蓄状況を共有している。 等

②氾濫時に人命と財産を守る水防活動の強化に関する取り組み

• 想定最大規模洪水を想定した排水計画案を検討した。
• 排水ポンプ車による排水作業訓練を実施した。

③一刻も早く災害から復旧するための取り組み 本資料
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浸食・洗掘対策

取組内容

１）ハード対策の主な取組
■洪水を河川内で安全に流す対策

【１・２・３】堤防整備、河道掘削、質的対策

姫路河川
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凡例 浸透対策 ﾊﾟｲﾋﾟﾝｸﾞ対策
流下能力 対策 浸食・洗掘対策

ハード対策として、洪水を河川内で安全に流す
対策（堤防整備、河道掘削、質的対策）を実施
している。今後も、整備が必要な箇所の対策を
進めていく。

実施区間延長
（重複無し）

内訳

浸透対策 パイピング対策 流下能力対策 侵食・洗掘対策

全体延長 11.1km 1.8km 4.1km 3.5km 1.7km

令和2年3月末時点



取組内容

１）ハード対策の主な取組
■危機管理型ハード対策

【４・５】堤防天端の保護、裏法尻の補強

姫路河川
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凡例 天端の保護
裏法尻の補強

実施区間延長
（重複無し）

内訳

天端の保護 裏法尻の補強

全体延長 7.6km 5.2km 3.3km

令和2年3月末時点

危機管理型ハード対策（堤防天端の保護、裏法
尻の補強）を実施している。今後も、整備が必
要な箇所の対策を進めていく。



取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ①意識変革、防災意識の継承・再構築、情報伝達に関する取り組み
■想定される浸水リスクの周知

【９】最大規模洪水を対象とした洪水浸水想定区域図、氾濫シミュレーションの策定、公表

姫路河川

想定最大規模洪水を対象とした氾濫シミュレーションを閲覧可能なシステム
「浸水ナビ」を公開した。
加古川沿川の氾濫状況を、視覚的に把握し、浸水時のリスクをリアルに実感する
ことを目的として卓上模型（マイクロモデル）を作成し、防災教育で活用した。

浸水ナビ 加古川左岸2.2k破堤時の例

卓上模型を防災教育で活用

4



取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ①意識変革、防災意識の継承・再構築、情報伝達に関する取り組み
■想定される浸水リスクの周知

【９】最大規模洪水を対象とした洪水浸水想定区域図、氾濫シミュレーションの策定、公表

兵庫県

兵庫県における５つの自然災害（洪水・土砂災害・津波・高潮・ため池災害）の
浸水想定区域や危険箇所、河川・港湾のライブカメラ画像等を「ＣＧハザード
マップ」にて公表・周知した。
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取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ①意識変革、防災意識の継承・再構築、情報伝達に関する取り組み
■想定される浸水リスクの周知

【１０】地域住民及び学校等への水災害教育の実施

姫路河川
兵庫県
各市

想定されるリスクを周知するため、地域住民や小学生等を対象に水災害に関する
出前講座を毎年実施している。

防災課による説明の様子

加東市（2016年度）

• 校区内等で過去に発生した浸水・土砂
被害等の写真を見ながら、身近な場所
で起こりうる災害の危険性を指導

• 災害への備え（避難方法、非常持ち出
し品等）についての啓発

高砂市（2017年度）

• 地域住民とまち歩きを行い、地域の防
災マップを作成

• 地域の実情に応じた避難行動を検討

防災情報活用研修会（北播磨）

ジュニア防災スクール（東播磨）

兵庫県（2017年度）

避難所運営ゲーム
（ＨＵＧ研修）

← 小野市（2019年度）

• 三町合同で避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）を行
い、自治会を超えた避難所運営の課題認識、
意識の共有

• Ｌ２を見据えた広域的で自治会を超えた避難
体制、避難場所の必要性を認識し、自治会
間のホットライン体制を構築
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• CGハザードマップ等のインター
ネット上の情報入手、活用方法を
学ぶ研修会を開催（北播磨）

←



取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ①意識変革、防災意識の継承・再構築、情報伝達に関する取り組み
■想定される浸水リスクの周知

【１１】意識変化を確認するための手法（住民アンケート等）の検討・実施

姫路河川
兵庫県
各市

各市は、要配慮者利用施設や自治会、防災士等を対象に防災意識把握のアンケー
ト調査を実施した。
兵庫県は、県民モニターを対象に県政課題等に関するアンケート調査を実施した。
姫路河川国道事務所は、令和２年度に水災害における避難意識アンケート調査を
実施した。アンケート結果を分析し、今後の取組に活かしていく。

7

●姫路河川国道事務所配布 アンケート集計結果

Q１．回答者年齢

• 回答者の年齢は、約４割で７０歳以上

Q２．あなたは、今までに洪水による
被害を受けたことがありますか。

Q３．（Q２で『a.ある』と回答された方に）
その時、避難されましたか。

アンケートは約5,600通を配布し、約2,200通を回収
（回収率約4割）

• 回答者の約９割は洪水による被害の経験がない。
• 洪水による被害の経験がある１割の方で、実際に避難された

方は約１／４に留まる。

⇒その他の問いに対する回答結果も含めて総合的に分析し、今後の取組に活かしていく



取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ①意識変革、防災意識の継承・再構築、情報伝達に関する取り組み
■想定される浸水リスクの周知

【１２】最大規模洪水を対象とした浸水CGの作成、公表

姫路河川
兵庫県
各市

モデル地区を対象に、想定最大規模洪水を対象とした浸水ＣＧを作成した。
直感的かつわかりやすい情報を提供するために、スマートフォンを介して、実際
の風景に浸水深を投影できるＡＲ浸水アプリを開発した。
これらのツールは、防災教育等で活用した。

浸水CG（例：加古川市役所）

■平常時

■最大規模洪水時

8加古川ARアプリ実装画面

スマートフォンを使うこと
によって、現在地の浸水
状況を360°自由に確認
可能



取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ①意識変革、防災意識の継承・再構築、情報伝達に関する取り組み
■想定される浸水リスクの周知

【１３】最大規模洪水を加味した洪水ハザードマップの検討・作成

姫路河川
兵庫県
各市

避難計画を作成する
「マイ・タイムライン」

想定最大規模降雨による
浸水想定区域図

想定最大規模洪水時の浸水想定区域等を掲載した防災マップを作成し、住民への
周知を行った。

加古川市（2020年度）
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加東市風水害
ハザードマップ

マイ避難カードの作成過程をSNS調で
説明するページを新たに追加

高砂市（2020年度） 小野市（2020年度） 加東市（2020年度）

加古川市
総合防災マップ



取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ①意識変革、防災意識の継承・再構築、情報伝達に関する取り組み
■避難勧告の発令について

【１４】タイムライン（案）の検証、及び改善に向けた検討

姫路河川
各市

出水時の各機関の行動を時系列で整理したタイムライン（簡易版）について、実
用性を考慮した「チェックリスト方式」の様式を作成し、活用した。

第3回（2017年）協議会資料より 10



取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ①意識変革、防災意識の継承・再構築、情報伝達に関する取り組み
■避難場所、避難経路について

【１６】広域避難も含めた、避難場所及び避難経路の検討

姫路河川
兵庫県
各市

姫路河川国道事務所及び兵庫県は、避難場所及び避難経路の検討に必要な情報
（想定最大規模洪水時の浸水想定区域等）を各市に提供した。
避難経路となる、市内の主要な避難経路に防犯灯を設置した。（小野市）
京都府宇治田原町と災害時応援協定を締結した。（加東市）

避難経路となる主要道路 道路と側溝が明確になった

• 市内の主要な避難経路にＬＥＤ
防犯灯を設置し、危険箇所（側
溝等）明確にした。

• 地元自治会と協議し、設置場
所を選定した。

小野市（2016年）

協定書と互いに生産したお茶を手にした加東市安田市長と
宇治田原町西谷町長

• 発災後、同時に甚大な被害を受ける可能性が低く、
直接迅速な人的応援が可能な京都府宇治田原町と、
お互いがお茶の産地という縁もあり、災害時応援協
定を締結。

• 広域避難時の避難場所や人的、物的支援の確保を
可能にした。

加東市（2017年）
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取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ①意識変革、防災意識の継承・再構築、情報伝達に関する取り組み
■避難場所、避難経路について

【１７】地域防災計画の検討、更新

姫路河川
兵庫県
各市

国管理河川沿いで大規模な浸水被害が発生したとき、地元自治体はどのような事
が課題となり、何が必要だったのかを把握するために、近年大規模な浸水被害を
経験した京都府福知山市を合同視察した。

概 要

◯ 日 時：平成２８年１１月３０日（水）９：３０～１７：００
◯ 場 所：由良川水系由良川流域（京都府福知山市、舞鶴市）
◯ 参加メンバー：国土交通省、兵庫県

揖保川減災対策協議会
（姫路市、宍粟市、たつの市、太子町）
加古川減災対策協議会
（加古川市、高砂市、小野市、加東市） 合計：３３名

対象河川：揖保川水系揖保川、加古川水系加古川

過去の浸水位を示す看板
（舞鶴市志高地区）

福知山市の浸水対策について展示見学

平成25年台風18号
福知山市街付近の堤防の様子

家の2階に相当する高さまで
水位が上昇し、堤防が決壊寸前。
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取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ①意識変革、防災意識の継承・再構築、情報伝達に関する取り組み
■住民等への情報伝達の体制や方法について

【１８】協議会参加機関のホームページ等を活用した、情報提供内容の検討

姫路河川
兵庫県
各市

協議会参加機関のホームページや広報誌等を活用して、水災害に関する情報を提
供している。

高砂市（2017年度） 広報誌による情報発信

市独自のタイムラインを導入し、
広報たかさご特集号に掲載
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◯ 夜間の避難等の対応を支援する観点から、

可能性が高くなくても、「明朝までに警報級の

現象になる可能性」を夕方までに発表

◯ 台風等対応のタイムライン支援の観点から、

数日先までの警報級の現象になる可能性を提供

取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ①意識変革、防災意識の継承・再構築、情報伝達に関する取り組み
■住民等への情報伝達の体制や方法について

【１９】発表対象区域や避難の切迫性等が住民に伝わる洪水予報文、伝達手法の検討

姫路河川
気象庁
各市

気象庁は、危険度やその切迫度を認識しやすくなるよう、分かりやすく防災気象
情報を提供する工夫を行い、協議会にて各機関と情報を共有した。

危険度を色分けした時系列

「警報級の可能性」の提供

平成ｘｘ年ｘｘ月ｘ日ｘｘ時ｘｘ分ｘｘ地方気象台発表
ｘｘ市
【発表】暴風，波浪警報 大雨，雷，濃霧注意報
【継続】高潮注意報

××市 今後の推移（ 警報級 注意報級）

発表中の

警報・注意報等の種別

７日 ８日

21-24 0-3 3-6 6-9 9-12 12-15 15-18 18-21 21-24

大雨

１時間最大雨量

(ミリ)
10 10 30 30 50 50 50 30

（浸水害）

暴風

風向
風速

（矢印・
メートル）

陸上 15 18 20 22 22 25 18 15 15

海上 20 22 25 28 28 30 22 20 20

波浪 波高（メートル） 5 5 8 8 8 9 8 7 7

高潮 潮位（メートル） 0.7 0.7 0.8 1.0 1.8 2.0 1.8 1.2 1.2

危険度を色分け

予測雨量や危険度の推移

を時系列で提供

危険度分布（メッシュ情報）の充実

◯ 大雨警報・洪水警報等を発表した市町村内においてどこで実際に
危険度が高まっているかを確認できる危険度分布の提供

平成29年度
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発達する熱帯低気圧に関する情報の提供

これまで 改善後



◯ 降水短時間予報をこれまでの6時間先までから

15時間先までに延長

◯ 台風等により夜間から明け方にどこで大雨とな

る見込みかについて、前日夕方の時点で把握で

きるようになる。

取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ①意識変革、防災意識の継承・再構築、情報伝達に関する取り組み
■住民等への情報伝達の体制や方法について

【１９】発表対象区域や避難の切迫性等が住民に伝わる洪水予報文、伝達手法の検討

姫路河川
気象庁
各市

気象庁は、危険度やその切迫度を認識しやすくなるよう、分かりやすく防災気象
情報を提供する工夫を行い、協議会にて各機関と情報を共有した。

降水短時間予報の予測時間延長

「危険度分布」とリスク情報を重ね合わせて表示

平成30年度

ボタンで切替

洪水浸水
想定区域を
重ね合わせ将来的には水害リスク

ラインや中小河川の
リスク情報も表示

令和元年度

危険度分布、指定河川洪水予報への警戒レベル追記

令和元年度

凡例にレベル
を併記
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取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ①意識変革、防災意識の継承・再構築、情報伝達に関する取り組み
■住民等への情報伝達の体制や方法について

【２０】最大規模洪水時の避難情報提供のあり方検討

各市では防災行政無線等の設置検討を行い、協議会にて各機関と情報を共有した。
情報伝達手段の向上として、防災行政無線をデジタル通信方式へ更新するための
整備工事を令和２年度に着手し、令和３年度に完了予定である。また、消防庁の
災害情報伝達手段に関するアドバイザー派遣事業を活用し、情報伝達手段の多様
化、多重化の重要性に係る技術的提案及び助言や、整備に係る財政措置の助言を
受けた。（高砂市）
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姫路河川
兵庫県
各市

同報系防災行政無線デジタル化整備事業
音響伝達調査のようす（高砂市）



取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ①意識変革、防災意識の継承・再構築、情報伝達に関する取り組み
■住民等への情報伝達の体制や方法について

【２１】スマートフォン等を活用したプッシュ型情報の発信・普及活動の検討

姫路河川
兵庫県
各市

国土交通省では、携帯電話事業者が提供する緊急速報メールを活用した洪水情報
のプッシュ型配信を開始した。各市では、緊急速報メール配信訓練や、緊急情報
伝達システムを活用した情報伝達訓練を実施している。
兵庫県と各市では、ひょうご防災ネットによる情報発信を行っている。

17

• 小野市では携帯電話のキャリア網を利用した災害時の情報伝達網を整備
• Jアラートの緊急情報や水害時の避難勧告等を対象地区の自治会長や避難所となる小中学校

等へ迅速に伝達が可能

小野市（2018年度）



取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ①意識変革、防災意識の継承・再構築、情報伝達に関する取り組み
■住民等への情報伝達の体制や方法について

【２２】外国語に対応した情報提供の実施

姫路河川
兵庫県
各市

川の防災情報（英語版）が公表されている。（国土交通省）
多言語対応の「ひょうごＥ（エマージェンシー）ネット」「ひょうご防災ネット
アプリ」を配信している。(兵庫県、各市）

18
川の防災情報（英語版） ひょうごＥネット

（例：加古川市緊急情報 日本度版/英語版）



取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ①意識変革、防災意識の継承・再構築、情報伝達に関する取り組み
■避難誘導体制について

【２３】「自主防災組織で避難誘導にあたれる人材」の育成

姫路河川
兵庫県
各市

「自主防災リーダー研修会」を実施（小野市）
防災士等を対象として、地域の防災リーダー育成のために学習会を実施し、マイ・タイム
イラン作成に係るワークショップを実施（加古川市）
自主防災組織のリーダー等を対象に避難時や避難所で起こるさまざまな出来事にどの
ように対処するか模擬体験を行う研修を実施（兵庫県）

１

土のう作成訓練

小野市（2016年度） 加古川市（2019年度）

兵庫県（2019年度）

19炊き出し訓練



取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ①意識変革、防災意識の継承・再構築、情報伝達に関する取り組み
■避難誘導体制について

【２４】避難行動要支援者に対する、避難計画の作成

姫路河川
兵庫県
各市

要配慮者利用施設における避難確保計画の作成を支援し、避難訓練で避難確保計画を
基に避難することができるか検証を行った。避難確保計画の未作成施設については、引
き続き作成支援を行う。
各市では、避難行動要支援者を対象に地域への名簿情報提供の意思確認を実施した。
兵庫県は、「避難行動要支援者のための個別支援計画作成の手引き」を作成した。

ワークショップ（全２回） 避難訓練の様子

• 要配慮者利用施設で、避難確
保計画の作成支援するワーク
ショップを開催

• 「重ねるハザードマップ」を活用
して、避難場所や避難経路、移
動時間等を確認

• 避難を開始するための準備（行
動項目）の想定、避難に必要な
備品・資機材を確認

• 避難行動タイムラインを作成

加東市（2019年度） ※ワークショップは姫路河川国道事務所協力

• 作成した避難確保計画をも
とに、別日に避難訓練を実
施し、避難可能か確認、検
証

名簿提供の意思確認

名簿取扱マニュアルと
自治会防災計画

小野市（2017年度）

20

• 安全安心パトロール隊と
連携して意思確認を実施

兵庫県（2020年度）

• 「避難行動要支援者の
ための個別支援計画作
成の手引き」を作成



取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ①意識変革、防災意識の継承・再構築、情報伝達に関する取り組み
■避難誘導体制について

【２５】高齢者・障害者等に対応可能な避難支援の検討

姫路河川
兵庫県
各市

兵庫県は、防災と福祉の連携促進シンポジウムや、福祉専門職を対象とした防災対応
力向上研修の開催、障害者自助力（防災意識）強化推進事業の実施等により、高齢者・
障害者等が逃げ遅れることなく円滑に避難するための避難支援を検討した。
各市は、防災と福祉の連携による個別支援計画作成の推進モデル事業等を実施した。

21

兵庫県（2020年度）

防災と福祉の連携促進シンポジウム

兵庫県（2019年度）

福祉専門職を対象とした
防災対応力向上研修

障害者自助力（防災意識）強化
推進事業を実施



取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ①意識変革、防災意識の継承・再構築、情報伝達に関する取り組み
■避難に関する啓発活動について

【２６】市が主催する防災訓練の検討、実施

県
各市

兵庫県及び各市では、防災訓練等を実施して、水防活動の充実、水防知識の普及を図
り、市民の水防災意識を醸成した。

１避難者カードの記入状況

雨水貯留タンク

高砂市防災訓練（2016年度） 加東市避難所体験訓練（2017年度）

ダンボールベッドの組み立て

• 指定避難所にて一泊二日で避難
所生活を体験する訓練を実施

• 避難所名簿の作成から、災害協
定をしている工場の段ボール
ベッドの組み立て等を体験

• 簡易水のう工法を体験
• 雨水貯留タンクの設置費助成に

ついて周知

加東市避難所体験訓練（2019年度）

講師を招いて防災講座

ポリ袋クッキング

• 災害時に避難所開設を迅速に行う
ための訓練と、発災時に避難にお
ける市民の意識啓発を目的として、
避難所体験訓練を開催。

• 避難所名簿作成や段ボールベッド
の組み立てに加え、防災士による
防災体験（非常持ち出し品、防災ク
イズ、ポリ袋クッキング）を実施

22

簡易水のう作成の様子

レスキューキッチンによる炊き出し



取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ①意識変革、防災意識の継承・再構築、情報伝達に関する取り組み
■避難に関する啓発活動について

【２６】市が主催する防災訓練の検討、実施

姫路河川
各市

姫路河川国道事務所では、加古川沿川の氾濫状況や浸水リスクを視覚的に実感し、早
期避難の重要性を学んでもらうため、各市の防災訓練の場等を活用し、防災教育や浸
水歩行体験を実施した。

23



取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ①意識変革、防災意識の継承・再構築、情報伝達に関する取り組み
■避難に関する啓発活動について

【２７】最大外力洪水又は計画規模洪水を対象としたマイ防災マップ等の更新、作成

姫路河川
兵庫県
各市

住民とまち歩きや検討会議を行うことで、地域の災害特性を地域住民自らで再認
識し、災害時の危険箇所や避難経路も表示したマイ防災マップを作成した。

24

加東市（2016年度）

危険箇所の把握のためのまち歩き

小野市（2018年度）

２グループで作成したマップを地区内の
住民で共有している様子

加古川市（2018年度）

まち歩き
作成した地区防災マップの一例

高砂市（2018年度）

出前講座の風景

作成した地区防災マップの一例



取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ①意識変革、防災意識の継承・再構築、情報伝達に関する取り組み
■避難に関する啓発活動について

【２８】関係機関と協力・連携した普及啓発活動 (出前講座等) の実施

姫路河川
兵庫県
各市

加古川水系における市町村の計画作成促進に向けた支援として、モデル施設を対
象に「避難確保計画」及び計画の実効性を高めるための「避難行動タイムライ
ン」を作成するワークショップを実施した。
兵庫県および各市では、関係機関と連携した出前講座等を実施した。

入力例、備考等

　 計画作成年月日 2019 年 10 月 10 日

　 施設名

　 住所

　 所在市町村名

　 所在地区名（避難勧告等の発令先地区名）

　 対象となる災害 1.浸水害 2.土砂災害 3.両方

昼間 施設職員5名　利用者10名

夜間 施設職員2名　利用者10名

休日 休日設定の有無 平日と同じ／平日と異なる

施設職員5名　利用者10名

　 種別（歩行状態等） 約 約

ストレッチャー

車いす

施設階層 5～10m 施設階層2階　浸水深0.5m

土砂災害区域 土砂災害区域内か否か 区域外 区域外

浸水想定区域を持つ河川名

参照する水位観測所

施設職員

利用者 施設職員

利用者 施設職員

反映先：タイムライン「１．施設の利用状況の確認」、避難確保計画 (様式１）

　対象河川①

施設職員

利用者

利用者 施設職員

　土砂災害区域

施設階層 1階 浸水深

1.浸水害

施設職員

施設職員

施設職員

利用者

利用者 施設職員

　対象河川②（ある場合）

・出力シートの内容の修正は、直接出力シートに対して行ってください。

　施設の収容人数の状況

施設職員利用者

利用者

利用者

入力セル入力項目

板波

マイハウスみのり

加東市河高２５３８－１

加東市

加古川

加東市河高

　避難対象、利用者数、施設職員数

反映先：タイムライン「７．体制確立や避難開始等のタイミングの検討」、避難確保計画 (様式２）

反映先：表紙、他

　施設階層

利用者

反映先：タイムライン「２．施設ハザードの確認」

支援ツール

現象 防災情報 施設名： （マイハウスみのり）  の対応

体制確立の判断材料 対応内容 対応要員

平常時
注意体制確立
警戒体制確立
非常体制確立（レベル3）
非常体制確立（レベル4）
非常体制確立（レベル5）

注意体制確立
警戒体制確立
非常体制確立（レベル3）
非常体制確立（レベル4）

非常体制確立（レベル5）
非常体制確立（レベル5）

警戒体制確立

河川名： 加古川 非常体制確立（レベル3）

観測所名：板波 非常体制確立（レベル4）

河川名： 非常体制確立（レベル5）

観測所名：

非常体制確立（レベル5）
警戒体制確立

河川名： 加古川 非常体制確立（レベル3）

観測所名：板波 非常体制確立（レベル4）

河川名： 非常体制確立（レベル5）

観測所名：

河川名： 加古川
観測所名：板波

河川名： 注意体制確立

観測所名：

警戒体制確立
非常体制確立（レベル3）
非常体制確立（レベル4）
非常体制確立（レベル5）

広範囲で数十年に
一度の大雨

□避難開始の判断(20分) □園長、施設長

□避難判断水位超過 □避難所への移動開始(15分) □避難誘導員

□土砂災害危険度レベル２

□洪水予報氾濫警戒情報

□避難準備高齢者等避難開始

□利用者家族への避難先連絡(分)
□急病人の緊急搬送要請(分)

□利用者避難完了の確認(5分) □避難誘導員

□利用者の安全確保・体調管理(5分) □全職員

□重要備品、設備の退避(3分) □主任
□利用者家族への連絡(3分)

□利用者家族への引渡し(3分)

□避難経路の確認(5分)

□持出し品の準備(3分)

□利用休止の判断(3分)
□持出し品を車両への積込(3分)

□職員の参集(20分) □園長、施設長

□氾濫注意水位超過 □止水板の設置(30分) □主任
□土嚢の設置(20分) □各担任□洪水予報氾濫注意情報

□大雨洪水警報の発表

□避難路の確認(分)

□利用者への注意喚起(分)

□防災情報の収集(15分)

□持出し品のチェック(1分)

□土砂災害危険度レベル1

□幹部職員の参集(1分)
□参集職員への事前連絡(1分)

□浸水防止対策の準備(2分)
□大雨注意報

□大雨注意報 □全員

警戒レベル1

警戒レベル2

警戒レベル3

警戒レベル4

警戒レベル5 

□防災情報の収集(-分)

避難確保計画：様式2

□テレビ □ラジオ □インターネット （、気象庁HP）□加東市から
のメール □防災行政無線

収集方法 避難確保計画：様式3
大雨の約1日前

気象予警報等 避難情報
洪水予報 土砂災害

水位到達情報 危険度情報

氾濫発生

శ
ଞ
৬
਑
ન
য়

注
意
体
制
確
立

警
戒
体
制
確
立

平
常
時

大雨注意報

洪水注意報

台風発生・接近

降雨開始

警報級の可能性

台風情報

特別警報

半日～数時間前

避難準備・
高齢者避難開始

避難勧告

避難指示
（緊急）

洪水予報
氾濫警戒情報

洪水予報
氾濫危険情報

レベル３
土砂災害に
厳重警戒

レベル2
土砂災害に
警戒

レベル1
土砂災害に
注意

レベル４
土砂災害発生の

おそれ

氾濫発生情報
（洪水予報）

土砂災害
警戒情報

氾濫危険水位超過

洪水予報
氾濫注意情報

記録的短時間
大雨情報

水位上昇

避難判断水位
到達情報

氾濫注意水位超過

避難判断水位超過

大雨警報

洪水警報

氾濫危険水位
到達情報

避難を行うための準備を
追加・タイミングの確認

課題の対応策を行動
項目として追加

←避難確保計画、避難行動タイムライン
作成ツール：必要事項を入力すると、計画
とタイムラインが自動生成されるエクセル
ツール

↓避難行動タイムライン

ワークショップのようす
（2019年） 25



取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ②氾濫時に人命と財産を守る水防活動の強化に関する取り組み
■水防体制

【２９】若年層の消防団加入促進を図る普及啓発活動を実施

姫路河川
兵庫県
各市

平時及び災害時の消防団の活動に関して、各市のホームページに掲載し、若年層
の消防団加入促進を図った。
また、ポスター掲示等で消防団に関する情報を掲載した。

26

例：加古川市ホームページ
（消防団に関するページ）



取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ②氾濫時に人命と財産を守る水防活動の強化に関する取り組み
■水防体制

【３０】重要水防箇所を姫路河川国道事務所ホームページ等で公表

姫路河川
兵庫県

姫路河川国道事務所および兵庫県は、管理区間の重要水防箇所をホームページで
公表している。

27

例：加古川市・三木市域の
重要水防箇所図



取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ②氾濫時に人命と財産を守る水防活動の強化に関する取り組み
■水防体制

【３１】溜め池の決壊や内水氾濫、最大外力等を踏まえた避難体制の整備に努める

兵庫県
各市

ため池ハザードマップを市のハザードマップ、兵庫県のＣＧハザードマップ、地
域防災計画等で公表し、ため池の決壊や内水氾濫による浸水想定を住民に周知し
ている。

28

①ため池アイコン
をクリック

②ため池ごとの
データが表示

③別図をクリックすると
浸水想定区域を確認可能



取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ②氾濫時に人命と財産を守る水防活動の強化に関する取り組み
■水防体制

【３２】関係者による重要水防箇所等の共同点検を実施

姫路河川
兵庫県
各市

毎年、姫路河川国道事務所と沿川自治体職員や消防団等と共同点検を実施し、流
下能力が低い区間や過去に漏水があった箇所など洪水に対しリスクが高い区間を
確認している。

29

●共同点検のようす（2016年）



取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ②氾濫時に人命と財産を守る水防活動の強化に関する取り組み
■河川水位等に係る情報の提供

【３３・３４】洪水時のＣＣＴＶによる堤防監視、施設監視の強化、洪水時に提供可能な水位データやＣＣＴＶの設置検討

姫路河川

30

加古川、万願寺川、東条川に簡易型監視カメラを設置し、洪水の堤防・施設監視
を強化した。また、危機管理水位計を設置して、洪水時に提供可能な水位データ
の拡充を図っている。

簡易型監視カメラの
設置箇所図



取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ②氾濫時に人命と財産を守る水防活動の強化に関する取り組み
■河川水位等に係る情報の提供

【３５】河川管理者による水位予測情報の提供

姫路河川
兵庫県
各市
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洪水時の水位予測精度の高度化を進めるとともに、予測結果等を元に災害の切迫
性を分かりやすく伝える取組の一つとして、上流から下流まで連続的に洪水の危
険度が分かる「水害リスクライン」による水位情報の提供を開始している。

水害リスクラインの主な機能
○ 自治体向けには実況の危険区間に加えて6時間先までの

予測水位に応じた危険区間を確認でき、事前に優先的に
避難情報を発令する地区等を把握可能。

○ 危険区間に加えて越水・溢水、堤防決壊時の浸水想定区
域も確認可能。

水害リスクライン 洪水時の表示イメージ

河川状況を確認でき水害の
切迫性が伝わる

水位観測所の水位状況（自治体向けは予測水位も表示）

川の防災情報”気象”×”水害・土砂災害”情報マルチモニタ
https://www.river.go.jp/portal/#80



取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ②氾濫時に人命と財産を守る水防活動の強化に関する取り組み
■水防資機材の整備状況

【３６】水防倉庫等の配置計画を再検討

姫路河川
兵庫県
各市

円滑な水防活動のため、堤防の整備状況に応じて、水防倉庫や水防資機材等の配
置計画を随時見直している。

32

滝
野
大
橋

加
古
川
バ
イ
パ
ス

山
陽
新
幹
線
鉄
橋

山
陽
本
線
鉄
橋

播
州
大
橋

山
陽
電
鉄
鉄
橋

相
生
橋

曇
川

播
磨
灘

加
古
川
橋

新
加
古
川
橋

加
古
川
水
管
橋

西
川

池
尻
橋

草
谷
川

加
古
川
大
堰

加
古
川
線
鉄
橋

上
荘
橋

山
陽
自
動
車
道

万願寺川

万勝寺川

千
鳥
川

東
条
川

油
谷
川

野
間
川

万才橋

闘
竜
橋

中
国
縦
貫
道

滝
見
橋

福
田
橋

大
門
橋

大住橋

加古川線鉄橋

七郷橋

西脇橋

阿形橋

神
戸
電
鉄
鉄
橋

粟
田
橋

新
大
河
橋

中
国
縦
貫
橋
梁

社バイ パス

三木バイ パス

高木
美
襄
川

古川橋

養田水防資材

本町緊急資材備蓄庫

加古川防災ステーション

（ヘリポート）

西河原水防資材

米田新水防資材

宗佐防水資材

山角防水資材

国包水防資材

市場水防資材

下来住水防資材

阿形水防資材

河合水防資材

河合水防倉庫

上田水防倉庫

河高水防資材

加古川水防資材備蓄状況図

池尻水防資材



取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ②氾濫時に人命と財産を守る水防活動の強化に関する取り組み
■水防資機材の整備状況

【３７】水防資機材の備蓄状況について、自治体に情報提供を実施

姫路河川
兵庫県
各市

的確な水防活動のため、国、県及び各自治体が所有する水防資機材の位置、リス
トを取りまとめ、自治体に共有した。

品名 単位

丸太 本

杭（木製） 本 30 118 94

鉄杭 本 17 160

土のう袋、麻袋 個 50 10,800

吸水土のう 個

むしろ、（ビニール）シート 枚

コンパネ 枚

大型土のう袋 枚 1,110

玉石袋 枚 180 1

大型水のう（三角水のう） ｍ/個

大型ブロック（○○t） 個

防水シート 枚

根固めブロック（1ｔ） ヶ

根固めブロック（2ｔ） ヶ 19

大型連節ブロック（1000*500*250）

大型連節ブロック（1200*500*250）

土砂 m3 4,000

一輪車 台

剣スコップ 丁 12

角スコップ 丁 27

掛け矢 丁 . 2 3

ツルハシ 丁 1 28 13

大ハンマー 丁 2 1 1

バール 丁

斧 丁

かま、なた 丁 2 15 6

プラスチックネット 個

ボルトクリッパー 丁 1 1 1

ロープ・トラロープ 巻 5 5

●水　防　資　器　材　　　　●備　蓄　品　状　況　（ 避 難 所 対 応 用 を 含 む ）

番号 1 2 3 4 5

【

資
材

】

【

器
材

】

5 55

水防資機材一覧表（加古川水系）

水防資機材設置箇所一覧図（加古川水系）
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取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ③一刻も早く日常生活を回復するための取り組み
■氾濫水の排水

【３８】氾濫水を迅速かつ的確に排水するための排水計画(案）の策定、見直し

姫路河川
各市

効果的な排水作業を面的に実施して早期浸水解消をするために、排水ポンプ設置
箇所や進入経路等を考慮した排水計画を検討し、「排水計画準備図面」を作成し
た。この排水計画を用いて、関係機関との合同訓練を実施している。（次頁詳述）

排水検討の対象地区

：6時間未満
：12時間未満
：24時間未満
：48時間未満
：72時間未満
：72時間以上

浸水継続時間（L2）

排水ポンプ車による排水作業を迅速に行えるよう、現場までの進入ルート、関係
機関の連絡先、現場の情報等を「排水作業計画図」にとりまとめた。

【排水作業地点索引図】 【排水地点ごとの詳細情報】

【排水施設タイムライン】 【関係機関の連絡先】

排水作業実施箇所の一覧
と詳細情報が記載された
ページ数を表示

排水作業実施地点の
詳細情報、現場写真

現場へのアクセス
ルート、注意事項

水位観測所における
発令タイミング

対象地区に関連する
排水施設の稼働状況

基準水位観測所の水
位変化状況

関係機関の連絡先一
覧表、組織図
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本部車内部にて、設備及び
昨年の出動実績について説明

取組内容

１）ソフト対策の主な取組 ③一刻も早く日常生活を回復するための取り組み
■氾濫水の排水

【３９】排水計画(案)に基づく排水訓練、及び関係機関との合同訓練の実施

姫路河川
各市

35

排水計画に基づき、排水ポンプ車による排水作業訓練を実施した。また併せて、
災害対策機械（対策本部車・照明車）の操作訓練も実施した。

概 要 対象河川：鹿島川

◯日 時：令和２年7月２日（木）１０：００～１２：００
◯場 所：座学･･･高砂市役所南庁舎５F 会議室

実習･･･高砂市梅井地先（鹿島ポンプ場、鹿島第二ポンプ場）
○参 加 者 ：加古川市・高砂市・小野市・加東市 職員

姫路河川国道事務所 職員 約２０名

排水ポンプ車及び
災害対策機械について説明

【訓練内容】
座学：（１）排水計画について

（２）排水ポンプ車及び災害対策機械について
実習：（１）排水ポンプ車の設置訓練 （２）災害対策機械の操作訓練

照明車の
操作のようす排水ポンプの組立のようす


